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中小企業省力化投資補助事業の対象となる機器と業務
機器カテゴリ 対象業種 対象業務プロセス

清掃ロボット 宿泊業、飲食サービス業 施設管理

配膳ロボット 飲食サービス業、宿泊業 配膳・下膳

自動倉庫 製造業、倉庫業、卸売業、小売業 保管・在庫管理、入出庫

検品・仕分システム 製造業、倉庫業、卸売業、小売業 資材調達、加工・生産、検査、保
管・在庫管理、入出庫

無人搬送車（AGV・AMR） 倉庫業、製造業、卸売業、小売業 資材調達、加工・生産、検査、保
管・在庫管理、入出庫

スチームコンベクションオーブン 飲食サービス業、宿泊業、小売業 調理

券売機 飲食サービス業 注文受付

自動チェックイン機 宿泊業 受付案内、予約管理、請求・支
払、顧客対応

自動精算機 飲食サービス業、小売業 請求・支払

　
個
人
的
な
話
で
恐
縮
だ
が
、
４
月
に

引
っ
越
し
を
し
て
生
活
の
拠
点
を
地
方

都
市
に
移
し
た
。
ま
だ
生
活
し
て
み
て

わ
ず
か
数
日
だ
が
、
東
京
や
横
浜
と
い

っ
た
都
市
部
と
は
色
々
と
勝
手
が
違

い
、
そ
れ
に
戸
惑
い
つ
つ
、
楽
し
ん
で

い
た
り
す
る
▼
例
え
ば
交
通
手
段
。
都

内
だ
と
電
車
が
メ
イ
ン
だ
が
、
こ
ち
ら
は
ク
ル

マ
社
会
。
自
家
用
車
で
の
移
動
が
当
た
り
前

だ
。
走
っ
て
い
る
車
の
９
割
以
上
は
国
産
車
。

外
車
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。
ま
た
電
車
や

駅
で
の
光
景
も
全
然
違
う
。
都
内
だ
と
混
雑
緩

和
の
た
め
リ
ュ
ッ
ク
を
前
に
抱
え
て
乗
り
降
り

し
、
学
生
な
ど
若
い
人
は
そ
れ
が
当
た
り
前
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
が
、
こ

ち
ら
で
は
皆
が
背
負
っ
て
い
る
。
店
舗
で
の
支

払
い
に
つ
い
て
も
、
こ
ち
ら
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
普
及
し
て
い
る
が
、
レ
ジ
横
に
は

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
楽
天
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
特
定
の
決

済
手
段
し
か
掲
示
さ
れ
て
な
い
こ
と
も
多
く
、

一
覧
で
の
掲
示
は
少
な
め
だ
。
お
か
げ
で
毎

回
、
「
○
○
使
え
ま
す
か
？
」
と
聞
い
た
り
、

ど
こ
で
も
使
え
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で

済
ま
せ
る
こ
と
が
増
え
た
。
万
が
一
に
備
え
て

手
持
ち
の
現
金
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ

た
の
も
大
き
な
変
化
だ
▼
今
ま
で
都
内
と
い
う

木
を
見
て
、
日
本
全
体
と
い
う
森
を
知
っ
た
気

で
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
木
だ
っ
て
種
類
や
特
徴
が
異
な
る
の

と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
特
性

は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
個
々
の
木
々

を
、
そ
の
現
場
に
行
っ
て
見
て
、
感
じ
る
こ
と

が
大
切
で
、
改
め
て
三
現
主
義
の
重
要
性
を
感

じ
て
い
る
▼
い
ま
工
場
や
プ
ラ
ン
ト
、
生
産
ラ

イ
ン
や
製
造
装
置
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
遠
隔
監
視
、
リ

モ
ー
ト
操
作
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
確
か
に
こ
れ
ら
は
人
手
不
足
へ
の
対
策
、

業
務
効
率
化
に
は
有
効
で
、
こ
れ
を
や
ら
な
い

手
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
を
過

信
し
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。
現
場
に
行
か
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
、
現
場
に
行
っ
た
か
ら
感
じ

る
こ
と
、
見
え
る
こ
と
は
必
ず
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
で
ど
ん
な
に
忠
実
に
現
場
を
再
現
し
て

い
て
も
現
場
の
全
て
の
デ
ー
タ
を
取
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
小
さ
な
違
い
の
積
み
重

ね
が
後
に
大
き
な
違
い
や
ズ
レ
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
三
現
主
義
と
デ

ジ
タ
ル
活
用
の
両
立
が
重
要
な
の
だ
。
そ
の
割

合
を
ど
う
す
る
か
見
極
め
て
判
断
す
る
の
は
人

の
役
割
で
あ
り
、
そ
こ
が
腕
の
見
せ
所
。
本
当

の
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
は
リ
ア
ル
を
感
じ
る
力
も

不
可
欠
で
あ
り
、
現
場
が
大
事
な
の
だ
。

三現主義×デジタル活用　完璧な現場データ収集のためにも両立が重要だ

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
６
２
号
は
４

月
17
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

補助金の枠組み 拡販チャンスに
経済産業省
中小企業庁 中小企業省力化投資補助金の詳細公表

省
力
化
機
器
導
入
を
支
援

Ａ
Ｇ
Ｖ

Ａ
Ｍ
Ｒ

自
動
倉
庫
、仕
分
け
機
も
対
象

　
経
済
産
業
省
と
中
小
企
業
庁
は
２
０
２
４
年
度
の
補
助
金
と
し
て
、
中
小
企

業
が
人
手
不
足
解
消
や
生
産
性
向
上
を
目
的
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
化

設
備
の
導
入
を
導
入
す
る
際
に
補
助
を
行
う
「
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
制

度
」
に
つ
い
て
、
公
募
要
領
、
申
請
フ
ロ
ー
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
現
時
点
で
補

助
金
対
象
と
な
る
製
品
カ
テ
ゴ
リ
等
の
詳
細
を
公
表
し
た
。

売
上
高
5756
億
円
、純
利
益
506
億
円

2024
年
２
月
期
決
算 

増
収
減
益

安川電機
　
安
川
電
機
は
、
２
０
２
４

年
２
月
期
の
通
期
決
算
を
発

表
し
、
売
上
高
は
前
年
比
３

・
５
％
増
の
５
７
５
６
億
５

８
０
０
万
円
、
営
業
利
益
は

３
・
０
％
減
の
６
６
２
億
２

５
０
０
万
円
、
純
利
益
は
２

・
１
％
減
の
５
０
６
億
８
７

０
０
万
円
の
増
収
減
益
と
な

っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
モ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
事

業
は
売
上
高
２
６
０
０
億
円

（
３
・
１
％
増
）
、
営
業
利

益
は
６
６
２
億
円
（
５
・
５

％
増
）
。
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
は
半

導
体
・
電
子
部
品
向
け
の
需

要
低
迷
や
在
庫
調
整
の
長
期

化
の
影
響
を
受
け
て
減
収
と

な
っ
た
が
、
イ
ン
バ
ー
タ
が

生
産
正
常
化
で
売
上
拡
大
、

米
国
の
オ
イ
ル
・
ガ
ス
関
連

や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
イ
ン
ド
で

の
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
需
要
が

堅
調
。
価
格
転
嫁
に
よ
る
採

算
性
の
改
善
や
新
製
品
へ
の

切
替
効
果
で
セ
グ
メ
ン
ト
増

益
と
な
っ
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
は
、
売
上

高
２
３
４
７
億
円
（
４
・
８

％
増
）
、
営
業
利
益
は
２
５

１
億
円
（
３
・
７
％
減
）
。

中
国
で
設
備
投
資
が
低
迷
す

る
一
方
で
、
欧
米
の
生
産
の

高
度
化
・
自
動
化
投
資
が
底

堅
く
推
移
し
、
韓
国
の
自
動

車
市
場
で
の
塗
装
関
連
の
大

口
案
件
が
寄
与
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
事
業
は
、
売
上
高
は
５

５
５
億
円
（
８
・
５
％

増
）
、
営
業
利
益
は
56
億
円

（
１
１
９
・
０
％
増
）
。
太

陽
光
発
電
用
パ
ワ
コ
ン
や
海

外
の
港
湾
ク
レ
ー
ン
関
連
の

販
売
が
堅
調
に
推
移
し
、
大

型
風
力
発
電
関
連
子
会
社
の

子
会
社
売
却
な
ど
事
業
構
造

改
革
を
進
め
た
結
果
、
大
幅

な
増
益
と
な
っ
た
。

　
所
在
地
別
の
売
上
高
で

は
、
国
内
が
１
５
９
６
億
円

（
１
・
７
％
減
）
、
海
外
が

４
１
６
１
億
円
（
５
・
７
％

増
）
。
海
外
売
上
比
率
は
１

㌽
増
加
の
72
％
と
な
っ
た
。

米
州
の
１
３
４
３
億
円
（
14

・
８
％
増
）
、
欧
州
の
９
０

１
億
円
（
10
・
７
％
増
）
が

大
き
く
伸
び
、
中
国
は
１
２

５
０
億
円
（
８
・
０
％
減
）

と
伸
び
悩
ん
だ
。

　
２
０
２
４
年
度
通
期
見
通

し
は
、
売
上
高
は
５
８
０
０

億
円
（
０
・
８
％
増
）
、
営

業
利
益
は
７
０
０
億
円
（
５

・
７
％
増
）
、
純
利
益
は
５

４
０
億
円
（
６
・
５
％
増
）。

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
シ
リ
ー
ズ
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

な
ど
開
発
力
の
強
化
に
加

え
、
ロ
ボ
ッ
ト
第
５
工
場
の

着
工
、
米
国
で
３
０
０
億
円

を
投
資
し
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
新

工
場
建
設
な
ど
生
産
力
の
強

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
営
業
体
制

の
強
化
等
を
通
じ
て
i3
―
Ｍ

ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
価

値
創
出
を
進
め
、
食
品
や
バ

イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
農
業
な

ど
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用
領

域
の
自
動
化
推
進
な
ど
で
目

標
達
成
を
目
指
す
。

配
電
用
変
圧
器
事
業

日
立
産
機
シ
ス

テ
ム

に
譲
渡

三菱電機
　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
と
三

菱
電
機
は
、
三
菱
電
機
の
Ｆ

Ａ
制
御
機
器
な
ど
の
開
発
・

生
産
を
行
う
名
古
屋
製
作
所

で
製
造
す
る
配
電
用
変
圧
器

事
業
を
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム

に
譲
渡
し
、
両
社
の
事
業
を

統
合
す
る
こ
と
に
合
意
し

た
。

　
10
月
１
日
か
ら
段
階
的
に

譲
渡
し
、
移
行
期
間
は
三
菱

電
機
と
し
て
供
給
を
継
続

し
、
譲
渡
完
了
は
２
０
２
６

年
４
月
１
日
を
予
定
し
て
い

る
。

　
日
立
グ
ル
ー
プ
で
は
配
電

用
変
圧
器
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
し
て
お
り
、
国
内
で
は

日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
が
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
電
力
損

失
が
少
な
い
ア
モ
ル
フ
ァ
ス

合
金
を
鉄
心
に
採
用
し
高
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
製

品
や
、
植
物
油
（
エ
ス
テ
ル

油
）
を
使
っ
た
高
い
環
境
性

能
と
安
全
性
を
実
現
し
た
製

品
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
、
日
立

エ
ナ
ジ
ー
が
液
体
封
入
型
や

乾
式
変
圧
器
を
産
業
や
運
輸

分
野
向
け
に
提
供
し
て
い

る
。

　
三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所

の
配
電
用
変
圧
器
事
業
は
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
油
入
変
圧

器
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
省

エ
ネ
性
能
の
高
い
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
を
そ
ろ
え
て
展
開
し
て

き
た
が
、
安
定
し
た
製
品
供

給
と
事
業
の
よ
り
一
層
の
強

化
に
向
け
て
今
回
の
事
業
譲

渡
を
決
定
し
た
。

　
名
古
屋
製
作
所
で
製
造
す

る
変
圧
器
を
対
象
と
し
、
系

統
変
電
シ
ス
テ
ム
製
作
所
赤

穂
工
場
で
製
造
し
て
い
る
変

圧
器
は
対
象
外
と
し
て
い

る
。

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ア

過
去
最
大
規
模
で
開
催

５
月
29
日
か
ら

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２

０
２
４
（
第
72
回
電
設
工
業

展
）
が
、
５
月
29
日
か
ら
31

日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
東
１
・
２
・
３

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
。
今
回

は
出
展
社
数
は
２
５
６
社
、

小
間
数
は
８
７
２
の
過
去
最

大
規
模
で
の
開
催
と
な
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
世
界
的
な
ト
レ
ン

ド
と
な
る
な
か
で
、
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
電
設
技
術
が
未

来
を
デ
ザ
イ
ン
！
〜
持
続
可

能
な
社
会
の
た
め
に
〜
」
と

し
、
そ
れ
に
関
連
し
た
製
品

が
多
数
出
品
さ
れ
る
。

　
特
別
催
事
と
し
て
、
第
63

回
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
。
今
回
は
51
社
が
参
加
し

て
お
り
、
会
期
中
に
は
来
場

者
に
向
け
て
製
品
コ
ン
ク
ー

ル
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
参
加
製

品
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
会
場

審
査
を
行
い
、
６
月
に
受
賞

製
品
を
決
定
し
、
７
月
４
日

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
講
演
会
で
は
気
象
予

報
士
の
天
達
武
史
氏
に
よ
る

「
今
、
知
っ
て
欲
し
い
災
害

対
策
」
が
行
わ
れ
、
豪
雨
や

台
風
、
水
害
な
ど
の
自
然
災

害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き

情
報
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ま
た
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
会

期
中
に
20
社
24
回
の
枠
で
最

新
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
取
り

組
み
等
を
解
説
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
学
生
な
ど
に
向

け
て
電
設
業
界
を
Ｐ
Ｒ
す
る

電
気
設
備
業
界
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
や
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ

取
り
組
み
コ
ー
ナ
ー
、
新
築

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
電
気
設
備
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ

ー
、
被
災
地
復
興
支
援
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補

助
制
度
は
、
人
手
不
足
の
状

態
に
あ
る
中
小
企
業
等
を
対

象
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
付
加
価
値
額
向
上
や

生
産
性
向
上
に
効
果
的
な
汎

用
製
品
を「
カ
タ
ロ
グ
」か
ら

選
択
・
導
入
す
る
こ
と
で
、

中
小
企
業
等
の
付
加
価
値
や

生
産
性
の
向
上
、
さ
ら
に
は

賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
補
助
金
制
度
。

　
汎
用
的
で
、
そ
れ
単
体
で

省
力
化
に
つ
な
が
る
自
動
機

械
・
装
置
に
つ
い
て
、
関
連

工
業
会
が
中
小
企
業
庁
に
対

し
て「
製
品
カ
テ
ゴ
リ
」と
し

て
登
録
申
請
し
、
そ
れ
が
認

め
ら
れ
る
と
、
製
造
事
業
者

（
メ
ー
カ
ー
）が
該
当
す
る
自

社
製
品
を「
カ
タ
ロ
グ
」と
し

て
工
業
会
に
登
録
申
請
し
、

審
査
に
合
格
す
る
と
補
助
金

対
象
製
品
と
し
て
認
め
ら

れ
、
補
助
金
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
。

　
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
中
小

企
業
は
、
商
社
な
ど
販
売
事

業
者
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
カ

タ
ロ
グ
の
な
か
か
ら
製
品
を

選
ん
で
共
同
で
申
請
を
行

い
、
事
業
を
完
了
し
て
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

補
助
上
限
額
は
、
従
業
員
数

５
名
以
下
の
中
小
企
業
の
場

合
は
２
０
０
万
円
、
従
業
員

数
６
〜
20
名
で
は
５
０
０
万

円
、
従
業
員
数
21
名
以
上
は

１
０
０
０
万
円
。
補
助
率
は

２
分
の
１
以
下
で
、
賃
上
げ

要
件
を
達
成
し
た
場
合
は
さ

ら
に
補
助
上
限
額
は
引
き
上

げ
ら
れ
る
。

　
工
業
会
と
メ
ー
カ
ー
が
カ

テ
ゴ
リ
と
製
品
を
そ
ろ
え
、

販
売
事
業
者
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
が
そ
の
な
か
か
ら
必
要

な
も
の
を
選
ぶ
形
と
な
り
、

自
由
度
こ
そ
高
く
な
い
が
、

明
確
に
枠
組
み
が
決
ま
っ
て

い
て
使
い
や
す
く
、
迅
速
に

対
応
し
や
す
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
現
在
、
関
連
工
業
会
か
ら

製
品
カ
テ
ゴ
リ
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
段
階
で
は
あ
る

が
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
製

品
カ
テ
ゴ
リ
が
承
認
さ
れ
て

お
り
、
現
時
点
で
の
承
認
さ

れ
た
製
品
カ
テ
ゴ
リ
は
、
清

掃
ロ
ボ
ッ
ト
、
配
膳
ロ
ボ
ッ

ト
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ

ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
、券
売
機
、自

動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
、
自
動

精
算
機
。
製
造
業
向
け
に
も

自
動
倉
庫
、
検
品
・
仕
分
シ

ス
テ
ム
、無
人
搬
送
車（
Ａ
Ｇ

Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
が
承
認
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
各
メ
ー

カ
ー
か
ら
製
品
カ
タ
ロ
グ
登

録
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
上
記
の
製
品
を
持

つ
メ
ー
カ
ー
は
自
社
製
品
を

登
録
申
請
し
、
認
め
ら
れ
る

と
補
助
金
対
象
製
品
と
な
っ

て
販
売
ル
ー
ト
が
開
拓
で

き
、
前
述
の
カ
テ
ゴ
リ
の
商

品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
販
売

店
は
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
申

請
を
促
す
と
同
時
に
、
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
提
案

を
す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
機

会
が
生
ま
れ
て
く
る
。
補
助

金
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
設

備
投
資
の
き
っ
か
け
に
な
る

良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、

メ
ー
カ
ー
・
商
社
は
こ
れ
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。

下
、
ロ
ー
ラ
ン
社
を
買
収
し

完
全
子
会
社
化
し
た
。

　
ロ
ー
ラ
ン
社
は
、
ア
ー
ク

溶
接
を
含
む
金
属
加
工
自
動

化
と
食
品
梱
包
パ
レ
タ
イ
ズ

や
物
流
を
中
心
と
す
る
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
自
動
化
シ
ス
テ
ム

の
設
計
・
製
造
・
販
売
お
よ

び
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
事

業
と
す
る
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
で
、
従

業
員
数
は
37
人
。
２
０
２
３

年
の
売
上
高
は
約
10
・
５
億

円
。

　
１
９
８
３
年
に
欧
州
の
第

一
弾
拠
点
と
し
て
ダ
イ
ヘ
ン

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
を
設
立
、
そ

の
後
バ
ス
ト
ロ
イ
社
・
ラ
ゾ

テ
ッ
ク
社
・
フ
ェ
ミ
テ
ッ
ク

社
・
ロ
ー
ヒ
社
を
買
収
し
て

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
、

今
回
一
般
産
業
向
け
中
規
模

カ
ス
タ
ム
シ
ス
テ
ム
を
得
意

と
す
る
ロ
ー
ラ
ン
社
を
買
収

す
る
こ
と
で
製
品
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
が
そ
ろ
い
、
欧
州
市
場

の
あ
ら
ゆ
る
自
動
化
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
西
欧
・
南
欧
・
東
欧
の

主
な
産
業
集
積
地
に
加
え
ベ

ネ
ル
ク
ス
３
国
（
オ
ラ
ン

ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
）
の
重
要
顧
客
も
カ

バ
ー
可
能
と
な
り
、
ロ
ー
ラ

ン
社
を
加
え
た
欧
州
グ
ル
ー

プ
拠
点
と
ロ
ー
ヒ
社
が
持
つ

約
４
０
０
社
の
販
売
代
理
店

網
を
活
用
す
る
こ
と
で
欧
州

全
土
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を

加
速
し
、
２
０
２
５
年
度
に

欧
州
売
上
高
２
０
０
億
円
達

成
を
目
指
す
。

　
ダ
イ
ヘ
ン
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
イ
ン

テ
グ
レ
ー
タ
（
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
）

の
Ｒ
ｏ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ

ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
　
Ｂ
Ｖ
社
（
以

Ｒ
ｏ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
　
Ｂ
Ｖ
社

ダイヘン

蘭SIer企業 買収
欧州
市場 自動化ニーズへ対応
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

ア
ン
プ
内
蔵
し
小
型
化

省
コ
ス
ト
、省
工
数
で
導
入

　
光
電
セ
ン
サ
は
生
産
ラ
イ

ン
や
装
置
で
通
過
検
知
や
有

無
検
知
、
位
置
決
め
や
数
量

な
ど
の
カ
ウ
ン
ト
等
に
使
わ

れ
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
セ
ン

サ
を
設
置
す
る
場
合
、
フ
ァ

イ
バ
セ
ン
サ
が
使
わ
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
い
が
、
セ
ン
サ
ヘ

ッ
ド
と
は
別
に
ア
ン
プ
を
設

置
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
で
、
さ
ら
に
導
入
コ
ス

ト
の
高
さ
や
設
定
の
複
雑
さ

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

ア
ン
プ
を
内
蔵
し
て
ア
ン
プ

を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
と

な
り
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
に
加

え
て
省
コ
ス
ト
、
省
工
数
で

の
導
入
が
可
能
。
フ
ァ
イ
バ

セ
ン
サ
の
代
替
と
し
て
も
最

適
。
ま
た
用
途
に
よ
っ
て
選

択
で
き
る
よ
う
に
拡
散
反
射

型
の
フ
ァ
イ
バ
タ
イ
プ
と
、

限
定
反
射
型
の
角
形
タ
イ
プ

を
用
意
。
フ
ァ
イ
バ
タ
イ
プ

は
M
６
サ
イ
ズ
取
り
付
け
、

角
形
タ
イ
プ
は
14
㍉
㍍
ピ
ッ

Ｓ
Ａ
１
Ｎ
形R

シ
リ
ー
ズ

Ｓ
ａ
ｎ
　
Ａ
ｃ
ｅ
60
Ｌ

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
ク
リ
ッ
プ

Ｈ
Ｓ
Ｂ
︱
50
︱
Ｂ
Ｔ

Ｄ４ＲＦ／Ｄ４ＩＦシリーズ

Ａ
Ｚ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ

SKY―602E3Turbo 
Cube GPUサーバー

ＩＤＥＣ　ミニ光電センサ

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
ア
ン
プ
内
蔵
ミ
ニ

光
電
セ
ン
サ
「
Ｓ
Ａ
１
Ｎ
形
」
を
発

売
し
た
。

チ
取
り
付
け
と
な
っ
て
お

り
、
汎
用
セ
ン
サ
で
は
設
置

で
き
な
い
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に

も
設
置
可
能
。
出
力
形
式
も

Ｎ
Ｐ
Ｎ
と
Ｐ
Ｎ
Ｐ
の
２
タ
イ

プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
検
出

距
離
は
フ
ァ
イ
バ
タ
イ
プ
が

３
〜
50
㍉
㍍
、
角
形
タ
イ
プ

が
５
〜
30
㍉
㍍
と
な
り
、
狭

い
ス
ペ
ー
ス
で
通
過
検
知
や

有
無
検
知
、
位
置
決
め
、
数

量
カ
ウ
ン
ト
な
ど
を
行
う
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
最
適
と

な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
バ
タ

イ
プ
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
製
ハ
ウ
ジ
ン

グ
と
樹
脂
充
て
ん
に
よ
っ
て

Ｉ
Ｐ
67
対
応
の
優
れ
た
耐
環

境
性
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク 

Ｇ
Ｐ
Ｕ
サ
ー
バ
ー

Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
に
最
適

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
サ
ー
ボ

モ
ー
タ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
対
応

開
発
工
程
を
手
助
け

検
査
計
測

シ
ス
テ
ム

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
集

コンテック

新開発エアエンド搭載
日立産機
システム 小型コンプレッサ

ヘラマンタイトン

簡単に配線固定
アルミフレームクリップ

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
は
、

業
界
最
高
レ
ベ
ル
の
吐
き
出

し
空
気
量
と
耐
環
境
性
を
実

現
さ
せ
た
、
新
型
オ
イ
ル
フ

リ
ー
小
型
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

「
R
シ
リ
ー
ズ
」
（
無
給
油

式
１
・
５
kW
／
２
・
２
kW
／

３
・
７
kW
）
を
４
月
中
旬
か

ら
発
売
す
る
。

　
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
（
空
気

圧
縮
機
）
は
、
工
場
の
製
造

装
置
な
ど
へ
の
圧
縮
空
気
供

給
源
と
し
て
多
く
の
工
場
で

で
１
年
と
し
て
い
た
エ
ア
エ

ン
ド
の
保
証
期
間
を
２
年
に

延
長
し
た
。

　
安
全
性
や
使
い
や
す
さ
も

向
上
し
、
通
常
タ
イ
プ
は
ベ

ル
ト
オ
オ
イ
の
開
口
部
を
削

減
し
て
吐
き
出
し
配
管
な
ど

の
高
温
部
を
保
護
す
る
構
造

に
し
て
安
全
性
を
高
め
、
ラ

ン
プ
付
き
ス
イ
ッ
チ
を
新
規

採
用
し
、
運
転
／
停
止
状
態

の
視
認
性
も
向
上
さ
せ
て
い

る
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
タ
イ
プ
は
、

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
に

よ
っ
て
不
要
な
ア
ン
ロ
ー
ド

運
転
を
抑
制
し
て
消
費
電
力

を
従
来
機
比
15
％
低
減
。
ま

た
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
通

信
機
能
を
搭
載
し
、
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
ア
プ
リ
（
無

料
）
を
介
し
た
Ｆ
ｉ
ｔ
Ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
接
続
に
対
応
し
て
稼
働

状
況
の
見
え
る
化
を
実
現
。

温
度
セ
ン
サ
搭
載
に
よ
っ
て

上
限
温
度
を
超
え
た
状
態
が

続
く
場
合
に
は
通
知
す
る
な

ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
サ
ポ
ー

ト
充
実
。
さ
ら
に
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
で
も
運
搬
で
き
る
よ

う
に
架
台
の
構
造
を
改
良
し

た
。

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
検
査
計

測
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ロ

ー
コ
ー
ド
開
発
を
実
現
す

る
、
Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｔ

ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
集
「
Ｄ
Ａ

Ｑ
ｆ
ａ
ｓ
ｔ
計
測
シ
ス
テ
ム

開
発
用
・
Ｎ
Ｅ
Ｔ
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
集
Ｖ
ｅ
ｒ
・
１
・
00

製
品
版
」
を
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

ｅ
―
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
で
販
売
開
始

す
る
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
の
統
合
開
発
環
境
Ｖ

ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ

ｏ
に
対
応
し
た
検
査
計
測
シ

ス
テ
ム
開
発
支
援
ツ
ー
ル
。

Ｇ
Ｕ
Ｉ
か
ら
の
視
覚
的
な
操

作
で
使
用
で
き
る
画
面
部
品

や
計
測
制
御
デ
バ
イ
ス
制
御

用
の
部
品
を
多
数
収
録
し
、

高
度
な
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
知

識
や
経
験
を
必
要
と
せ
ず
、

最
小
限
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で

使
用
さ
れ
、
近
年
は
ラ
イ
ン

の
増
設
・
変
更
に
伴
う
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
対
応
や
稼
働
状

況
の
見
え
る
化
に
よ
る
保
守

・
管
理
の
効
率
化
、
生
産
性

向
上
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　
同
製
品
は
、
新
開
発
の
エ

ア
エ
ン
ド
を
搭
載
し
て
高
温

度
環
境
で
の
耐
久
性
と
吐
き

出
し
空
気
量
を
向
上
。
独
自

の
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル
ド
ピ
ス
ト

ン
採
用
で
小
端
部
軸
受
け
を

廃
止
し
て
高
温
環
境
下
で
の

耐
久
性
を
向
上
し
、
対
応
周

囲
温
度
の
上
限
は
従
来
機
種

の
40
度
に
対
し
通
常
タ
イ
プ

で
50
度
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
タ
イ

プ
で
は
45
度
に
引
き
上
げ

た
。
エ
ア
エ
ン
ド
も
各
所
を

改
良
し
、
吐
き
出
し
空
気
量

も
従
来
機
比
で
最
大
３
％
向

上
を
実
現
。
さ
ら
に
こ
れ
ま

　
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
は
、
Ａ

Ｉ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
最

適
な
小
型
の
キ
ュ
ー
ブ
型
Ｇ

Ｐ
Ｕ
サ
ー
バ
ー
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
―

６
０
２
Ｅ
３
Ｔ
ｕ
ｒ
ｂ
ｏ
　

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
　
Ｇ
Ｐ
Ｕ
サ
ー
バ

ー
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

開
発
工
程
を
省
略
・
自
動
化

し
て
素
早
く
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

厳
し
い
要
求
を
満
た
す
た
め

に
設
計
さ
れ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
　
Ｅ

Ｐ
Ｙ
Ｃ
８
０
０
４
シ
リ
ー
ズ

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
搭
載
で
高

レ
ベ
ル
の
処
理
能
力
を
提

供
。
６
つ
の
Ｄ
Ｄ
Ｒ
５
Ｅ
Ｃ

Ｃ
／
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
ス
ロ
ッ
ト

を
搭
載
し
、
デ
ー
タ
が
多
い

タ
ス
ク
に
対
し
て
堅
牢
で
信

頼
性
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
可
能
。
ま
た
高
い
帯
域

幅
を
提
供
す
る
４
つ
の
Ｐ
Ｃ

Ｉ
ｅ
５
・
０
ｘ
16
ス
ロ
ッ
ト

を
備
え
、
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
並
列
処
理
に
適

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
や

Ｄ
Ｐ
Ｕ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
に

も
対
応
す
る
柔
軟
性
を
備
え

て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ

Ａ
カ
ー
ド
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

高
性
能
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
向
け
の
Ｒ
Ｔ
Ｘ
６
０
０
０

Ａ
ｄ
ａ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
な
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
向
け
の
Ｒ
Ｔ
Ｘ
４
０

０
０
Ｓ
Ｆ
Ｆ
　
Ａ
ｄ
ａ
、
入

門
レ
ベ
ル
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
向
け
の
Ｒ
Ｔ
Ｘ
２
０

０
０
Ａ
ｄ
ａ
な
ど
に
対
応
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の

Ｌ
４
お
よ
び
Ｌ
40
Ｇ
Ｐ
Ｕ
も

利
用
可
能
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
研

究
か
ら
複
雑
な
デ
ー
タ
解
析

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
環
境
で
の

拡
張
機
能
の
利
用
に
対
応
し

て
い
る
。

　
ス
ト
レ
ー
ジ
は
、
２
つ
の

内
部
Ｍ
・
２
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ｅ
５
・

０
ス
ロ
ッ
ト
を
搭
載
し
、
迅

速
か
つ
効
率
的
な
デ
ー
タ
の

利
用
や
保
存
が
可
能
。
小
型

で
設
置
柔
軟
性
が
高
く
、
使

い
や
す
い
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン

ト
や
省
ス
ペ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー

ル
マ
ウ
ン
ト
、
４
Ｕ
ラ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
に
２
台
の
設
置
が

可
能
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
研
究

室
か
ら
大
規
模
な
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

運
用
環
境
に
最
適
と
な
っ
て

い
る
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
ア
ブ
ソ

リ
ュ
ー
ト
セ
ン
サ
搭
載
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
「
Ａ
Ｚ
Ｃ
シ
リ
ー

ズ
」
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
対
応
ド
ラ
イ
バ

と
、
Ｐ
Ｓ
ギ
ヤ
ー
ド
タ
イ
プ

６
０
０
W
減
速
比
10
、
25
を

追
加
し
た
。

　
同
製
品
は
、
バ
ッ
テ
リ
レ

ス
の
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
セ
ン

サ
を
搭
載
し
、
位
置
決
め
運

転
や
連
続
運
転
に
特
化
し
た

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
。
機
械
式
セ

ン
サ
で
非
通
電
時
も
位
置
情

報
を
保
持
で
き
、
基
準
と
な

る
原
点
か
ら
、
モ
ー
タ
軸
で

プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

９
０
０
回
転
（
１
８
０

０
回
転
分
）
の
絶
対
位
置
が

検
出
可
能
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対
応
ド
ラ
イ
バ
は
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ

ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
に
加
え
、
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
も
対
応
。

上
位
制
御
機
器
と
ド
ラ
イ
バ

を
通
信
ケ
ー
ブ
ル
１
本
で
接

続
で
き
、
省
配
線
が
可
能
と

な
る
。

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

近
距
離
・
高
精
度
を
追
加

デ

ジ

タ

ル

フ
ァ
イ
バ
ア
ン
プ

赤
外
光
源
タ
イ
プ
も

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
バ

ア
ン
プ
「
Ｄ
４
Ｒ
Ｆ
／
Ｄ
４

Ｉ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い

て
、
近
距
離
・
高
精
度
タ
イ

プ
、
赤
外
光
源
タ
イ
プ
を
追

加
し
た
。

　
同
製
品
は
、
視
認
性
に
優

れ
た
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
大
型
表
示
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
搭

載
し
、
ホ
ー
ル
ド
表
示
や
フ

ァ
イ
バ
サ
イ
ン
な
ど
の
ユ
ー

ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
新
機

能
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対
応

で
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

へ
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
使

い
や
す
さ
を
追
求
し
た
デ
ジ

タ
ル
フ
ァ
イ
バ
ア
ン
プ
。

　
新
た
に
追
加
し
た
赤
外
光

源
タ
イ
プ
「
Ｄ
４
Ｉ
Ｆ
―
Ｔ

／
Ｄ
４
Ｉ
Ｆ
―
Ｔ
Ｃ
４
」

は
、
水
成
分
に
吸
収
さ
れ
や

す
い
波
長
１
４
５
０
ｎ
ｍ
の

帯
域
を
採
用
し
て
お
り
、
透

明
ビ
ン
内
の
薬
液
の
有
無
検

出
、
箱
な
ど
の
糊
の
塗
布
の

有
無
検
出
に
最
適
な
ほ
か
、

シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
を
ほ
ど
よ

く
透
過
し
、
フ
ィ
ル
ム
に
は

吸
収
さ
れ
や
す
く
、
ウ
エ
ハ

や
フ
ィ
ル
ム
の
重
な
り
具
合

を
検
出
し
て
１
枚
２
枚
の
判

別
な
ど
も
可
能
。

　
近
距
離
・
高
精
度
タ
イ
プ

「
Ｄ
４
Ｒ
Ｆ
―
Ｔ
Ｄ
―
Ｙ
／

Ｄ
４
Ｒ
Ｆ
―
Ｔ
Ａ
―
Ｙ
／
Ｄ

４
Ｒ
Ｆ
―
Ｔ
Ｄ
Ｍ
―
Ｙ
／
Ｄ

４
Ｒ
Ｆ
―
Ｔ
Ｄ
Ｓ
―
Ｙ
」

は
、
微
小
な
光
量
変
化
を
検

出
し
て
微
小
物
の
通
過
検
出

や
透
明
体
の
検
出
、
近
距
離

の
微
小
物
の
検
出
が
可
能
。

電
子
部
品
の
通
過
確
認
や
ね

じ
な
ど
微
小
部
品
の
落
下
確

認
、
フ
ィ
ル
ム
・
シ
ー
ト
の

蛇
行
確
認
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
最
適
と
な
っ
て

い
る
。

　
山
洋
電
気
は
、
業
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
高
風
量
と
高
静

圧
を
実
現
し
た
、
□
60
×
76

高
風
量
・
高
静
圧
を
実
現

山
洋
電
気

冷
却
フ
ァ
ン

㍉
㍍
厚
の
長
寿
命
フ
ァ
ン

「
Ｓ
ａ
ｎ
　
Ａ
ｃ
ｅ
60
Ｌ
」

９
Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｂ
タ
イ
プ
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
最
大
風
量
は

２
・
４
㎥
／
ｍ
ｉ
ｎ
で
、
従

来
品
に
比
べ
て
14
％
ア
ッ
プ

し
、
最
大
静
圧
は
１
５
０
０ 

Ｐ
ａ
で
、
従
来
品
比
７
％
ア

ッ
プ
し
た
高
風
量
・
高
静
圧

の
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
。
連
続
運

転
10
万
時
間
（
11
年
間
）
を

実
現
し
た
長
寿
命
で
、
消
費

電
力
は
従
来
品
比
13
％
低
減

の
省
エ
ネ
タ
イ
プ
。
鉛
フ
リ

ー
の
真
ち
ゅ
う
材
料
を
使
用

し
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令
に
適

合
。
環
境
に
配
慮
し
た
資
源

・
技
術
を
利
用
し
て
エ
コ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
貢
献
す
る
。

通
信
機
器
や
サ
ー
バ
ー
等
へ

の
利
用
に
最
適
。

収
納
袋
と
セ
ッ
ト

放
電
用

接
地
棒

袋
単
体
で
も
購
入
可

篠原電機

に
配
線
を
固
定
で
き
る
便
利

ツ
ー
ル
。
90
度
回
す
だ
け
で

簡
単
に
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
に

固
定
で
き
、
ね
じ
や
工
具
が

不
要
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
外
形

寸
法
で
フ
レ
ー
ム
カ
バ
ー
な

ど
に
干
渉
し
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
ク
リ
ッ
プ
部
は
開
閉

で
き
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に

ハ
ー
ネ
ス
を
動
か
し
た
り
、

取
り
外
す
こ
と
も
可
能
。
結

束
径
が
φ
２
㍉
㍍
〜
φ
８
㍉

㍍
の
た
め
、
細
径
の
配
線
固

定
に
最
適
。

　
Ｓ
Ｕ
Ｓ
、
ミ
ス
ミ
、
ボ
ッ

シ
ュ
・
レ
ッ
ク
ス
ロ
ス
の
主

要
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ

ー
３
社
の
製
品
に
使
用
で

き
、
汎
用
性
に
優
れ
て
い

る
。

　
ヘ
ラ
マ
ン
タ
イ
ト
ン
は
、

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
へ
簡
単
に

取
り
付
け
ら
れ
る
配
線
固
定

具
「
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
ク
リ

ッ
プ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
生
産
現
場
の

設
備
ユ
ニ
ッ
ト
の
ア
ル
ミ
フ

レ
ー
ム
へ
取
り
付
け
て
簡
単

　
篠
原
電
機
は
、
放
電
用
設

置
棒
と
収
納
袋
の
セ
ッ
ト
製

品
「
Ｈ
Ｓ
Ｂ
―
50
―
Ｂ
Ｔ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
放
電
用
接
地

棒
を
現
場
へ
持
っ
て
い
く
際

に
便
利
な
放
電
用
設
置
棒
と

収
納
袋
を
セ
ッ
ト
に
し
た
製

品
。
収
納
袋
は
持
ち
運
び
し

や
す
い
持
ち
手
付
き
で
、
内

容
物
が
印
字
し
て
あ
っ
て
保

管
時
に
も
分
か
り
や
す
い
見

た
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
放
電
用
接
地
棒
は
、
電
源

切
断
後
に
受
配
電
盤
に
残
留

す
る
電
荷
の
接
地
放
電
に
使

用
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
パ

イ
プ
内
に
ア
ー
ス
線
を
内
蔵

し
て
い
て
絶
縁
性
に
優
れ
、

本
体
の
ア
ー
ス
線
と
ク
リ
ッ

プ
に
も
絶
縁
チ
ュ
ー
ブ
を
施

し
て
お
り
、
安
全
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
放
電
用
接

地
棒
を
持
っ
て
い
る
人
向
け

に
も
収
納
袋
単
体
で
も
販
売

し
て
い
る
。

散
光
式
警
光
灯
と

サ
イ
レ
ン
ア
ン
プ

パ
ト
ラ
イ
ト

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
散
光
式

警
光
灯
「
Ａ
Ｘ
Ｓ
―
Ｍ
１
／

Ａ
Ｊ
―
Ｍ
１
シ
リ
ー
ズ
」

と
、
電
子
サ
イ
レ
ン
ア
ン
プ

「
Ｓ
Ａ
Ｐ
―
５
２
０
Ｐ
Ｂ

（
Ｖ
）
―
（
Ｐ
）
Ａ
／
Ｂ
シ

リ
ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
Ａ
Ｘ
Ｓ
―
Ｍ
１
／
Ａ
Ｊ
―

Ｍ
１
シ
リ
ー
ズ
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

モ
ー
タ
レ
ス
回
転
発
光
に
マ

ル
チ
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
を
搭

載
に
よ
り
高
視
認
性
の
散
光

式
警
光
灯
。

　
Ａ
Ｘ
Ｓ
―
Ｍ
１
シ
リ
ー
ズ

と
Ａ
Ｊ
Ｓ
―
Ｍ
１
シ
リ
ー
ズ

は
、
聴
覚
障
が
い
者
に
も
や

さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

の
発
光
パ
タ
ー
ン
を
採
用
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
―
５
２
０

Ｐ
Ｂ
（
Ｖ
）
―
（
Ｐ
）
Ａ
／

Ｂ
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

の
発
光
パ
タ
ー
ン
が
、
簡
単

に
切
り
替
え
で
き
る
警
察
車

両
用
電
子
サ
イ
レ
ン
ア
ン
プ

と
な
っ
て
い
る
。



（3）　　　２０２４年（令和６年）４月１０日

格化により、低GWP冷媒への転換や冷媒使用量がよ
り少ない水空調方式の拡大が見込まれている。
　水空調市場は、個別物件対応の受注生産品が需要の
大半を占め、製品ラインアップとカスタマイズ力が重
要となり、AIRCALOは本体内部のカスタマイズに加
え、本来施工業者が現地手配し施工・調整する必要が
ある周辺部材やコントロール機器などを顧客毎にパッ
ケージ化して販売し、施工業者の作業の軽減や施工不
具合の低減を実現するなどの強みを持っている。
　今回の買収により三菱電機は、欧州市場での水空調
の製品ラインアップとカスタマイズ力を強化し、欧州
販売網を活用することで水空調事業を強化していく。

■�三菱電機、ビジネスコラムに女子ソフトボール
元日本代表監督の宇津木妙子氏のインタビュー
記事掲載

　三菱電機は、同社の産業界向
け情報メディア「The Art of 
Manufacturing―ものづくり」
のビジネスコラムとして、女子
ソフトボール元日本代表監督の
宇津木妙子氏のインタビュー記事「真摯に、真剣に、
一人ひとりと向き合いながら。」を公開した。
　宇津木氏は、日本の女子ソフトボールを世界のトッ
プレベルにまで押し上げた名指導者で、チームスポー
ツであるソフトボールからつかんだ人材育成と組織づ
くりのノウハウ、目標を達成するために必要な心構え
などについて語っている。

■�富士電機、技報最新号「特集 自動車電動化・
エネルギーマネジメントに貢献するパワー半導
体」公開

　富士電機は、富士電機技報の最新号となる第96巻
第4号「特集 自動車電動化・エネルギーマネジメント
に貢献するパワー半導体」を公開した。
　世界的にカーボンニュートラル実現に向けた脱炭素
化の取り組みが加速する中、自動車の電動化ならびに
エネルギーの安定的かつ効率的利用のためのパワーエ
レクトロニクス機器の高効率化は脱炭素化に向けた有
効なアプローチであり、同社のパワー半導体はこれら
のキーデバイスとして脱炭素化実現に貢献している。
技報では富士電機のパワー半導体の最新技術や製品を
紹介している。

■�横河電機、横川技報Vol.66「技術報告特集」
公開

　横河電機は、年2回発行している横河技報の最新号
となるVol.66「技術報告特集」を公開した。
　巻頭言として名古屋大学大学院創薬科学研究科教授
の布施新一郎氏による「名古屋大学時代の大変革期に
おける化成品・医農薬品生産」、横河電機常務執行役
員（CIO）デジタル戦略本部長兼デジタルソリューシ
ョン本部DX-Platformセンター長の舩生幸宏氏による
「DX Readyに向けたGlobal IT Governanceの必要
性」のほか、「ペプチド医薬品原薬のフロー連続生産
装置の開発」「第5世代移動通信システム（5G）の携
帯端末からの電波によるシステム機器への影響」「高
精度オンライン赤外線式厚さ計WG51S2」などの技
術報告を掲載している。

■�三菱電機、ECサイト「FA Web Shop」取り
扱いラインアップ拡大　ハード・ソフトに拡大

　三菱電機は、ECサービス
「FA Web Shop」の取り扱
いについて、112製品のライ
ンアップを拡大した。
　ハードウエアでは、シーケ
ンサMELSEC iQ-Fシリーズ
CPU36製品、表示器GOT2000シリーズ56製品、サー
ボシステムコントローラモーションユニット2製品、
数値制御装置（CNC）ソフトウエアツール3製品、ソ
フトウエアではデータ分析ソフトウエアMELSOFT 
M a i L a b 4 製 品 、 S C A D A ソ フ ト ウ エ ア 
GENESIS64Basic SCADA Plus9製品に広げ、トレー
ニングスクールもFATEC On Demandシーケンサ
MELSEC1製品、FATECOn Demand表示器GOT1製
品の取り扱いを開始した。

■�三菱電機モビリティ、事業活動を開始　元・三
菱電機の自動車機器部門の自動車機器部門

　三菱電機モビリティは、4月1日から事業活動を開
始した。同社は三菱電機自動車機器部門を分社化し、
三菱電機グループの自動車機器事業を担う事業会社。
電動化や先進運転支援システム、搬送モビリティサー
ビス、パワートレイン、車両制御、情報系などのハー
ドウエア・ソフトウエア・サービスを取り扱い、売上
高は8164億円（2022年度自動車機器事業本部実績）。

■�三菱電機ジェネレーター、事業活動を開始　三
菱電機と三菱重工の発電機分野の事業統合会社

　三菱電機ジェネレーターは、4月1日から事業活動
を開始した。同社は三菱電機と三菱重工業の発電機分
野を事業統合して設立された企業。発電プラントにか
かわる施設や設備を構成する発電機と発電機に付帯す
る電気設備等の機器および装置の設計製造、販売、サ
ービスなどを事業とする。

■�三菱電機、フランスの水空調事業会社
AIRCALOを買収　欧州市場での水空調事業強
化

　三菱電機は、100％子会社の空調機器製造・販売会

ニッケル、スズメッキなど可能。レーザー加工　は母
材板厚0.3㍉㍍から15.0㍉㍍、プレス加工は母材板厚
0.5㍉㍍から4.0㍉㍍に対応している。

■�セイコーエプソン、千歳事業所へのRapidus
の最先端半導体後工程の研究開発機能の設置を
協議

　セイコーエプソン
は、Rapidusの半導
体後工程に関する一
部の研究開発機能を
北海道千歳市の千歳
事業所に設置するこ
とでRapidusと協議
を進め、5月上旬までに契約締結を目指す。
　同事業所は、Rapidusが千歳市美々に建設中の半導
体製造拠点IIMに隣接し、現在はプロジェクターの基
幹部品である小型液晶パネルを生産する製造拠点とな
っている。

■�椿本チエインとKDDIの合弁会社「Nexa 
Ware」事業開始　物流倉庫DX事業を展開

　椿本チエインとKDDIの合弁会社Nexa Ware（ネク
サウェア）が4月1日から事業を開始した。社名の
〝Nexa〟は次世代、〝Ware〟は倉庫の意味で、「次
世代型の物流倉庫自動化ソリューション」により物流
2024年問題の課題解決に直結する物流倉庫DX事業を
展開する。ベンダーフリーの最適設計により、自動化
システムの構築から通信、ネットワーク、データに基
づいたコンサルティング、運用保守まで、ワンストッ
プでの提供を目指す。

人事

■�オプテックス・エフエー、3月26日付けで新
社長に湯口翼氏が就任

　オプテックス・エフエーは、3月26日付で取締役副
社長の湯口翼氏が新たな代表取締役社長に就任した。
これに伴い代表取締役社長の中島達也氏は取締役会長
に就任した。
　また新取締役として事業戦略室長の多田映一氏が新
任した。

■�河村電器産業、水野一隆取締役社長が代表取締
役社長に

　河村電器産業は、新たな代表取締役として水野一隆
取締役社長を追加し、これにより同社の代表取締役は
会長の河村幸俊氏との2名体制となった。
　水野氏は、1961年愛知県生まれの62歳。1982年に
同社に入社し、1999年に暁第1工場工場長、2005年に
2005年に研究開発部　執行役員部長、2010年に常務
取締役、2012年に取締役副社長、2014年から取締役
社長を務め、2024年4月1日に代表取締役社長に就任
した。

社の三菱電機ハイ
ドロニクス＆アイ
ティークーリング
システムズと三菱
電機ヨーロッパを
通じて、フランス
の水空調事業会社
のAIRCALOを買
収した。
　欧州市場では、
カーボンニュート
ラル化に向けた欧
州各国の施策が先
行し、今後想定さ
れる冷媒規制の厳

■�安川電機、福岡県からグリーンアジア国際戦略
総合特区法人に指定

　安川電機は、福岡県から4回目のグリーンアジア国
際戦略総合特区の指定法人として指定された。
　グリーンアジア国際戦略総合特区は、福岡県と北九
州市、福岡市が共同で推進している国際戦略総合特区
で、環境を軸とした産業の国際競争力を強化し、アジ
アから世界に展開する産業拠点の構築を図るもの。今
回、同社の八幡西事業所内に建設する第5工場におけ
る「環境配慮型高機能・高コストパフォーマンス製品
開発・生産拠点構築」の取り組みが特区の事業趣旨に
合致することから指定法人の指定を受けることとなっ
た。

■�アズビル、広報誌「azbi l」最新号2024�
No.2発行

　アズビルは、季刊で発行しているグループ広報誌
「azbil」の最新号2024No.2を発行した。
　特集「廃棄予定の食材を再活用野菜色に染まるフー
ドテキスタイル」のほか、岐阜県庁舎、IRPC Public 
Company Limited、コマツ郡山工場などへの納入事
例などを掲載している。

■�フエニックス・コンタクト、ソリューションパ
ートナーにメスコムが参画

　フエニックス・コンタクトの新たなソリューション
パートナーにメスコムが加わった。
　 メ ス コ ム は 大 阪 府 豊 中 市 に 本 社 を 構 え 、 F A
（PLC、モーションコントロール、HMI）、PA
（PLC、SCADA、簡易DCS）の産業電気のエンジニ
アリング、スマートファクトリーに欠かせないネット
ワーク設計、セキュリティー提案を提供している。

■�三菱電機エンジニアリング、SYSMAC Cから
MELSEC置換用プログラムコンバータ販売キ
ャンペーン

　 三 菱 電 機 エ ン ジ ニ ア リ ン グ は 、 オ ム ロ ン 製
SYSMAC Cシリーズから三菱電機製MELSECシリー
ズへのプログラム変換をサポートするプログラムコン
バータS/Wパッケージを特別価格で購入できる特別
キャンペーンを実施している。
　オムロン製CX-Programmerプロジェクトファイル
を三菱電機製GX Developerプロジェクトファイルに
自動変換でき、プログラム変換率は80%以上。キャン
ペーン期間中は標準価格22万円のところを8万5000円
で購入できる。キャンペーンは9月1日まで。

■�オサダ、「バスバー・アース端子Vol.6」最新
版カタログ完成

　オサダは、「バスバー・アース端子Vol.6」カタロ
グの最新版を発行した。
　カタログ製品は全て短納期対応で、特注銅バー加工
品の試作から量産までを迅速にサポート。取り扱い材
料はC1100、C1020、C2680、C2801で、表面処理は

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/



２０２４年（令和６年）４月１０日　　　（4）

　
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
が
描

く
近
未
来
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
を
、
「
Ｈ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
と
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
」
の
２
つ
の
ゾ
ー
ン
に
焦
点
を
あ
て
て
提

案
す
る
。

　
ハ
ウ
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
で
は
Ａ
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
複
数
の
異
な
る
メ
ー

カ
ー
の
機
器
を
連
携
し
、
持
続
可
能
な
未
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
担
う
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
を

展
示
。
音
声
で
の
家
電
製
品
の
操
作
や
Ａ
Ｉ

に
よ
る
料
理
の
ア
シ
ス
ト
機
能
な
ど
日
々
の

家
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
快

適
な
生
活
を
実
現
す
る
製
品
や
空
調
機
器
な

　
大
阪
会
場
は
４
月
13
日
（
土
）
、
東
京
会
場
は
４
月
20
日

（
土
）
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
「
ぴ
か
ぴ
か
泥
団

子
」
と
「
竹
あ
か
り
」
を
つ
く
る
。

　
参
加
は
事
前
予
約
制
（
当
日
参
加
枠
あ
り
）
で
、
ジ
ャ
ン

ボ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
来
場
登
録
後
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
み
が
必
要
。

　
◎
「
ぴ
か
ぴ
か
泥
団
子
」

　
「
ぴ
か
ぴ
か
泥
団
子
」
の
作
業
を
通
し
て
左
官
と
い
う
仕

事
に
触
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
講
師
は
平
山
美
貴
氏
。

　
◎
「
竹
あ
か
り
」

　
竹
林
整
備
に
て
切
り
出
さ
れ
た
竹
に
ド
リ
ル
を
使
い
、
穴

を
開
け
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
。
講
師
は
仁
位
彩
乃
氏
。

　
全
て
の
出
展
会
社
の
〝
い
ち
お
し
〞
商
品
を
一
堂
に
展
示

す
る
「
い
ち
お
し
商
品
コ
ー
ナ
ー
」
を
今
回
も
設
け
る
。
来

場
者
の
〝
い
ち
お
し
〞
商
品
を
投
票
で
決
め
る
人
気
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
今
回
は
ど
ん
な
〝
い
ち
お
し
〞
商
品
が
登
場
し
、

ど
れ
に
人
気
が
集
ま
る
か
注
目
。

　
同
見
本
市
で
は
、
電
設
機
器
以
外
に
も
買
い
物
を
楽
し
め

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
品
を
販
売
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ

用
品
、
家
電
製
品
、
健
康
グ
ッ
ズ
、
玩
具
、
和
菓
子
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
、
北
海
道
名
産
品
、
京

漬
物
、
ハ
ム
、
焼
き
菓
子
な
ど
、
お
土
産
や
贈
り
物
に
最
適

な
品
ぞ
ろ
え
と
な
っ
て
い
る
。

　
会
場
内
に
設
置
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ス
タ
ン

プ
を
全
部
集
め
る
と
す
て
き
な
景
品
が
も
ら
え
る
。

　
来
場
者
記
念
品
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
入
り
若
狭

塗
り
箸
「
亀
甲
箸
」
と
「
水
引
箸
置
き
」
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
（
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
な
く
な
り
次
第
終

了
）
。
ま
た
、
50
回
記
念
「
ジ
ャ
ン
ボ
バ
ッ
グ
」
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
る
（
数
に
限
り
あ
り
）
。

　
さ
ら
に
、
大
阪
、
東
京
の
各
会
場
に
特
定
の
入
場
証
（
右

上
に
Ｇ
、
ま
た
は
Ｙ
の
表
記
）
持
参
で
来
場
し
た
先
着
５
０

０
人
（
各
日
２
５
０
人
）
に
、
新
潟
県
産
こ
し
ひ
か
り
２
㌔

㌘
を「
早
朝
来
場
者
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

■ジャンボびっくり見本市公式SNSアカウント
　開催情報や新製品・イベント情報などを満載して発信している。
▷LINE ID:@712otapv
▷Instagram https://www.instagram.com/jumbobikkuri_jp/
▷X（旧Twitter） https://twitter.com/JumboBikkuri_JP
▷Facebook https://www.facebook.com/JumboBikkuriFair.JP/

　
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市
は
、
電
設
資

材
・
照
明
・
空
調
・
住
宅
設
備
・
工
具
・
情

報
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
通
信
・
産
業
機
器
の

総
合
見
本
市
と
し
て
１
９
７
５
年
に
初
め
て

開
催
。
今
年
は
節
目
の
50
回
を
迎
え
、
電
設

業
界
で
は
国
内
最
大
規
模
の
展
示
即
売
会
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。

　
今
回
は
「
お
か
げ
さ
ま
で
50
回
！
　
Ｊ
Ｕ

Ｍ
Ｂ
Ｏ
で
創
ろ
う
！
　
未
来
社
会
!!
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
専
門
メ
ー
カ
ー
２
５
０

社
以
上
が
一
堂
に
集
結
し
、
話
題
の
新
商
品

や
最
新
情
報
を
披
露
す
る
。

　
主
な
出
展
製
品
は
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
、
通

信
ケ
ー
ブ
ル
、
端
末
処
理
材
、
電
線
管
お
よ

び
付
属
品
（
金
属
・
Ｖ
Ｅ
）
、
金
属
製
可
と

う
電
線
管
、
電
路
支
持
材
、
施
設
照
明
器

具
、
住
宅
・
店
舗
用
照
明
器
具
、
配
線
器
具

類
、
接
続
・
圧
着
端
子
、
絶
縁
・
防
蝕
材
料

・
テ
ー
プ
、
耐
火
・
防
火
材
、
架
線
・
支
持

パ
ー
ツ
、
避
雷
針
・
接
地
器
材
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
器
具
、
蛍
光
管
球
類
、
Ｈ
Ｉ
Ｄ
類
、
電
球

類
、
配
電
盤
用
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
低
圧
ト
ラ

ン
ス
、
配
電
用
コ
ン
デ
ン
サ
、
高
圧
遮
断
器

・
断
路
器
、
ブ
レ
ー
カ
、
ホ
ー
ム
分
電
盤
、

ボ
ッ
ク
ス
類
、
電
子
・
制
御
機
器
類
、
情
報

盤
、
換
気
機
器
、
空
調
配
管
・
据
付
部
材
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、

情
報
機
器
、
信
号
・
警
報
・
防
犯
機
器
、
計

測
器
、
工
具
類
、
家
電
製
品
な
ど
。

　
電
設
資
材
の
総
合
見
本
市
「
第
50
回
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市
（
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
　

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
　
２
０
２
４
）
」
（
主
催
＝
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本

市
協
催
委
員
会
）
が
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
６
号
館
Ｃ
・
Ｄ
ゾ
ー
ン
で
４
月
12
日

（
金
）
・
13
日
（
土
）
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
７
・
東
８
ホ
ー
ル
で
４
月
19
日

（
金
）
・
20
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
。
開
場
時
間
は
両
会
場
共
、
初
日
が
10
時
～
18

時
、
２
日
目
が
９
時
～
17
時
。
入
場
無
料
。
３
万
人
の
来
場
を
見
込
む
。
来
場
は
事
前

登
録
制
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（https://www.jum

bo-fair.jp

）
。
昨
年

来
場
登
録
済
み
の
方
は
改
め
て
登
録
は
不
要
。

４月12・13日 インテックス大阪
４月19・20日 東京ビッグサイト

電
機
機
器
と
工
具
メ
ー
カ
ー
２５０
社
以
上
集
結

「
お
か
げ
さ
ま
で
50
回
！ 

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
で
創
ろ
う
！ 

未
来
社
会
!!
」

特
設
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン

　「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
へ
の
挑
戦
」を

　
２
つ
の
エ
リ
ア
で
提
案

　
大
阪
会
場
と
東
京
会
場
で
会
期
中
、
特
別

セ
ミ
ナ
ー
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
す
る
（
受
講
無
料
）
。

　
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
来
場
登
録
後
、
マ
イ
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
が
必
要
。

　
大
阪
会
場
は
６
号
館
Ｄ
ゾ
ー
ン
、
東
京
会

場
は
東
８
ホ
ー
ル
に
設
置
す
る
特
設
ス
テ
ー

ジ
に
て
実
施
。
脱
炭
素
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

Ｄ
Ｘ
・
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
・
２
０
２
４
年
問

題
な
ど
、
話
題
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ

ー
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

　
登
壇
者
の
一
覧
は
以
下
の
通
り
。

【
大
阪
・
東
京
】

・
株
式
会
社
ゼ
ロ
ボ
ー
ド
　
片
山
賢
氏

・
一
般
社
団
法
人
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

　
白
石
奈
緒
樹
氏

・
山
洋
電
気
株
式
会
社
　
西
澤
敏
幸
氏

・
株
式
会
社
パ
ト
ラ
イ
ト
　
村
上
敦
氏

・
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

　
※
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
大
阪
の
み
】

・
関
西
電
力
株
式
会
社
　
松
原
隆
彦
氏

・
早
稲
田
大
学
　
松
村
秀
一
氏

　
※ 

後
半
は
女
性
技
能
者
協
会
と
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
東
京
の
み
】

・
芝
浦
工
業
大
学
　
蟹
澤
宏
剛
氏

　
※ 

後
半
は
女
性
技
能
者
協
会
と
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
株
式
会
社
助
太
刀
　
桑
原
裕
氏

　
（
※
順
不
同
、
敬
称
略
）

「
ジ
ャ
ン
ボ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

い
ち
お
し
商
品
コ
ン
テ
ス
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
充
実

来
場
者
記
念
品
の
進
呈

■新大阪駅
• 大阪メトロ御堂筋線→「本町駅」《乗
換》大阪メトロ中央線→「コスモスク
エア駅」「中ふ頭駅」
■大阪空港
• リムジンバス→「梅田駅」《乗換》大阪
メトロ御堂筋線→「本町駅」《乗換》大
阪メトロ中央線→「コスモスクエア
駅」「中ふ頭駅」
■関西国際空港
• リムジンバス→「グランドプリンス
ホテル大阪」下車すぐ
• JR関空快速→「弁天町駅」《乗換》大
阪メトロ中央線→「コスモスクエア
駅」「中ふ頭駅」
• 南海電鉄→「新今宮駅」《乗換》JR→
「弁天町駅」《乗換》大阪メトロ中央線
→「コスモスクエア駅」「中ふ頭駅」
※ なお、12日のみ、コスモスクエア駅か
らシャトルバスを運行する。

　■電車利用
• 大崎駅（JR）→りんかい線「国際展示場駅」
下車徒歩7分

　※ 大崎駅から新宿・大宮方面へJR埼京線相
互直通運転

• 「新木場駅」（JR、東京メトロ）→りんかい線
「国際展示場駅」下車徒歩7分
• 「新橋駅」（JR、東京メトロ、都営地下鉄）→
ゆりかもめ「東京ビッグサイト駅」徒歩3分

• 「豊州駅」（東京メトロ）→ゆりかもめ「東京
ビッグサイト駅」徒歩3分

■バス利用
• BRT幹線ルート新橋→国際展示場下車徒
歩7分

•  都05―2系統（勝どき駅前経由）東京駅丸の
内南口→東京ビッグサイトすぐ

•  東16系統（豊洲駅前経由）東京駅八重洲口→
東京ビッグサイトすぐ

• 門19系統（豊洲駅前経由）門前仲町→東京ビ
ッグサイトすぐ

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

大阪会場
インテックス大阪

東京会場
東京ビッグサイト

ど
の
遠
隔
操
作
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
利

用
し
た
電
力
制
御
技
術
な
ど
、
持
続
可
能
な

未
来
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
の
可
能

性
を
体
感
で
き
る
。

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
エ
リ
ア
で
は
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
ク
ラ
ウ
ド
型
の
高
効
率
エ

ネ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム
と
、
深
刻
な
人
手
不
足
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
各
社
が
提
供
す
る

省
人
化
サ
ー
ビ
ス
や
機
器
を
シ
ー
ム
レ
ス
に

連
携
で
き
る
メ
ー
カ
ー
オ
ー
プ
ン
な
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求

め
ら
れ
る
、
新
し
い
ビ
ル
管
理
の
形
を
防
災

設
備
と
共
に
展
示
す
る
。



（5）　　　２０２４年（令和６年）４月１０日

遠
隔
カ
メ
ラ
の
通
信
と
給
電
実
現

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

ギガビットイーサネット
エクステンダ

を
発
売
す
る
。

　
同
製
品
は
、
１
㌔
㍍
ま
で
に
延
長
し

た
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
、
も
し
く
は
ツ
イ
ス

ト
ペ
ア
ケ
ー
ブ
ル
の
両
端
に
そ
れ
ぞ
れ

設
置
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
を

通
し
て
同
製
品
の
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ポ
ー

ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
機
器
間
で
の
ギ

ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
が
可
能

に
な
る
。
さ
ら
に
、
Ｐ
ｏ
Ｌ
（
Ｐ
ｏ
ｗ

ｅ
ｒ
　
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
）
機
能

に
よ
り
、
遠
隔
の
Ｐ
ｏ
Ｅ
製
品
へ
の
給

電
も
可
能
と
な
る
。
　

　
同
製
品
は
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
接
続
用

と
ツ
イ
ス
ト
ペ
ア
ケ
ー
ブ
ル
接
続
用
の

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
は
、

１
㌔
㍍
ま
で
の
距
離
に
お
い
て
ギ
ガ
ビ

ッ
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
と
給
電
が
可

能
な
「
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
エ
ク
ス
テ
ン
ダ
」

２
タ
イ
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｐ
ｏ

Ｅ
機
能
あ
り
／
な
し
の
２
種
類
が
あ

り
、
計
４
機
種
か
ら
選
択
で
き
る
。
電

源
な
し
の
遠
隔
地
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
や
、
既
設
の
ア
ナ
ロ
グ
カ

メ
ラ
用
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
の
通

信
、
給
電
も
可
能
で
、
導
入
コ
ス
ト
、

導
入
期
間
を
削
減
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
ツ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ラ
イ

ン
、
ス
タ
ー
、
リ
ン
グ
と
い
っ
た
多
彩

な
接
続
ト
ポ
ロ
ジ
が
可
能
。
リ
ン
グ
接

続
で
は
経
路
冗
長
も
可
能
（
Ｐ
ｏ
Ｌ
機

能
は
要
無
効
）
。
設
定
は
、
Ｐ
ｏ
Ｌ
機

能
を
有
効
／
無
効
に
す
る
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ

ッ
チ
の
み
の
た
め
、
簡
単
に
動
作
を
開

始
で
き
る
。 

（
紙
上
参
加
）

Ｉ
Ｐ
２
Ｘ
の
安
全
保
護
構
造

スワロー電機

https://www.swallow.co.jp/

ねじアップ式フィンガープロテクト端子台
搭載電源トランス「ＳＣ―ＥＬシリーズ」

る
。
ブ
ー
ス
№
４
６
７
。

　
同
社
は
こ
の
と
こ
ろ
大
型
ト
ラ
ン
ス

を
中
心
に
旺
盛
な
需
要
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
生
産
フ
ロ
ア
を
拡
充
す
る

と
も
に
巻
き
線
機
械
と
反
転
機
械
を
追

加
導
入
し
、
生
産
能
力
の
強
化

と
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス

ト
ラ
ン
ス
を
使
用
し
た
ト
ラ
ン

ス
の
販
売
と
ユ
ニ
コ
ア
を
採
用

し
た
ト
ラ
ン
ス
の
開
発
も
進
め

て
い
る
。

　
ね
じ
ア
ッ
プ
式
フ
ィ
ン
ガ
ー

プ
ロ
テ
ク
ト
端
子
台
を
搭
載
し

　
ス
ワ
ロ
ー
電
機
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ

く
り
見
本
市
の
大
阪
と
東
京
会
場
に
、

単
相
、
三
相
複
巻
、
耐
雷
な
ど
で
小
型

か
ら
大
型
ま
で
そ
ろ
っ
た
使
い
や
す
さ

に
考
慮
し
た
各
種
ト
ラ
ン
ス
を
展
示
す

た
「
Ｓ
Ｃ
―
Ｅ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
保

護
機
能
Ｉ
Ｐ
２
Ｘ
に
対
応
し
た
独
自
開

発
の
端
子
台
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
端

子
カ
バ
ー
な
し
で
も
指
が
端
子
に
接
触

し
な
い
感
電
保
護
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
端
子
ね
じ
は
内
部
の
ス
プ

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
持
ち
上
が
っ
た
状
態

で
保
持
す
る
た
め
に
、
ね
じ
の
脱
落
に

よ
る
短
絡
や
紛
失
を
防
止
す
る
。
さ
ら

に
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
通
電
状
態
を
表
示

で
き
る
。
加
え
て
、
結
線
が
ひ
と
目
で

確
認
で
き
る
カ
ラ
ー
端
子
台
を
採
用
す

る
と
と
も
に
、
圧
着
端
子
は
丸
型
・
Ｙ

型
の
両
方
が
使
用
可
能
で
、
配
線
接
続

作
業
は
圧
着
端
子
を
差
し
込
み
、
ね
じ

を
締
め
る
だ
け
で
完
了
す
る
な
ど
、
作

業
工
数
を
大
幅
に
削
減
。

20
の
命
令
語
と
拡
張
基
板
実
装

ジェイテクトエレクトロニクス

https://www.electronics.jtekt.co.jp/jp/

基板型コントローラ
「ＪＸ―ＢＡＳＩＣ―ＥＸ２」

も
用
意
さ
れ
、
多
様
な
用
途
に
対
応
可

能
と
な
る
。

　
「
Ｊ
Ｘ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
―
Ｅ
Ｘ
２
」

は
、
基
板
サ
イ
ズ
が
１
８
０
㍉
㍍
×
80

㍉
㍍
と
省
ス
ペ
ー
ス
で
、
一
般
的
な
Ｐ

Ｌ
Ｃ
で
使
わ
れ
る
多
種
多
様
な
命
令
語

を
約
20
に
集
約
。
こ
れ
に
よ
り
、
手
軽

な
操
作
と
簡
単
な
使
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
拡
張
Ｉ
Ｏ
基
板
を
２

枚
ま
で
実
装
で
き
、
Ｉ
Ｏ
点
数
が
最
大

で
入
力
64
点
、
出
力
48
点
と
な
る
。
特

に
食
品
製
造
ラ
イ
ン
で
は
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
経
由
で
製
造
現
場
の
デ
ー
タ

を
上
位
シ
ス
テ
ム
に
転
送
す
る
こ
と

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
薄
型
・
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
し
た

基
板
型
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｊ
Ｘ
―
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｃ
―
Ｅ
Ｘ
２
」
の
販
売
を
３
月
25

日
よ
り
開
始
し
た
。
同
製
品
は
、
一
昨

年
リ
リ
ー
ス
の
「
Ｊ
Ｘ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
」
を
基
に
、
デ
ジ
タ
ル
入
出
力
点
数

の
増
加
、
ア
ナ
ロ
グ
入
出
力
の
追
加
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｎ
ｅ
ｔ
ポ
ー

ト
の
追
加
な

ど
を
行
っ
た

も
の
で
、
拡

張
Ｉ
Ｏ
基
板

で
、
現
場
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
、
安
全

・
安
心
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
温
度
制

御
に
も
適
し
て
お
り
、
湯
温
調
節
や
水

圧
監
視
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
の

利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
な
従
来

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も

多
く
の
お
客
さ
ま
に
好
評
を
得
て
い

る
。
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
は
、
製
造
現
場
の
課
題
解
決
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
Ｆ
Ａ
な

ん
で
も
相
談
室
や
サ
ン
プ
ル
製
品
の
貸

し
出
し
、
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。

　
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市
大
阪
・

東
京
に
出
展
。
小
間
№
５
１
０
。

電
力
量
計
設
置
の
悩
み
解
決

大崎電気工業

https://www.osaki.co.jp/

小型電子式電力量計
「コンパクトＥＭ」

る
。
コ
ン
パ
ク
ト
Ｅ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
新

機
能
を
搭
載
し
た
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
に
は

Ｒ
Ｓ
―
４
８
５
通
信
機
能
付
や
パ
ル
ス

発
信
装
置
付
、
カ
レ
ン
ト
ル
ー
プ
通
信

機
能
付
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
で
は
施
工
現

場
で
の
課
題
解
決
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
開
発
し
て
い
る
。

　
現
場
の
人
手
不
足
が
建
設
業

界
で
長
ら
く
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
は

働
き
方
改
革
関
連
法
の
適
用
に

よ
る
残
業
時
間
規
制
も
実
施
さ

　
大
崎
電
気
工
業
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
Ｅ

Ｍ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
分
電
盤
な
ど
の
組

み
込
み
用
途
に
最
適
な
省
施
工
・
省
ス

ペ
ー
ス
の
小
型
電
子
式
電
力
量
計
で
あ

れ
る
。
従
来
の
方
法
で
は
、
現
場
に
よ

っ
て
は
数
百
台
か
ら
数
千
台
に
及
ぶ
電

力
量
計
に
対
す
る
試
験
作
業
や
、
そ
の

記
録
作
業
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費

や
し
て
い
た
。
目
視
や
手
作
業
に
頼
っ

て
い
る
作
業
も
多
く
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
の
リ
ス
ク
も
内
在
し
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
の
機
能
で
あ
る
無
通

電
状
態
で
の
計
測
値
の
確
認
や
、
赤
外

線
通
信
機
能
を
用
い
て
計
器
の
製
造
番

号
や
指
針
値
、
定
格
電
圧
・
電
流
な
ど

竣
工
時
提
出
す
る
要
素
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
機
能
は
、
施
工
現

場
で
の
計
測
値
確
認
の
作
業
性
向
上

や
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止
に
寄

与
し
、
作
業
効
率
を
大
幅
に
改
善
で
き

る
。

互
換
性
維
持
し
軽
量
・
小
型
化

相原電機

https://www.e-aiharadenki.co.jp

三相三線乾式トランス
「３ＥＣＬ・Ｎ３ＥＣＬ」

　
新
製
品
と
し
て
販
売
を
開
始
し
た
三

相
三
線
乾
式
ト
ラ
ン
ス
「
３
Ｅ
Ｃ
Ｌ
・

Ｎ
３
Ｅ
Ｃ
Ｌ
」
は
、
標
準
機
種
の
３
Ｙ

Ｓ
Ｂ
・
Ｎ
３
Ｙ
Ｓ
Ｂ
の
電
圧
タ
ッ
プ
を

変
更
せ
ず
に
「
軽
量
化
、
コ

ン
パ
ク
ト
化
」
を
実
現
。
重

量
は
３
ｋ
Ｖ
Ａ
で
26
㌔
㌘
と

従
来
品
比
12
㌔
㌘
（
約
30

％
）
軽
く
な
っ
た
。

　
品
ぞ
ろ
え
は
、
「
３
Ｅ
Ｃ

Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
で
、
容
量
５

０
０
Ｖ
Ａ
〜
20
ｋ
Ｖ
Ａ
ま
で

11
機
種
。
電
圧
４
４
０
Ｖ
―

４
０
０
Ｖ
―
３
８
０
Ｖ

　
相
原
電
機
は
、
「
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く

り
見
本
市
」
（
大
阪
／
東
京
）
に
、
同

社
の
長
年
の
技
術
蓄
積
を
生
か
し
た
各

種
電
源
ト
ラ
ン
ス
を
展
示
す
る
。

（
Ｙ
）
／
２
２
０
Ｖ
―
２
０
０
Ｖ

（
△
）
。

　
「
Ｎ
３
Ｅ
Ｃ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
で
、
容

量
５
０
０
Ｖ
Ａ
〜
20
ｋ
Ｖ
Ａ
ま
で
11
機

種
。
電
圧
４
４
０
Ｖ
―
４
１
５
Ｖ
―
３

８
０
Ｖ
（
Ｙ
）
／
２
２
０
Ｖ
―
２
０
０

Ｖ
（
△
）
。

　
い
ず
れ
も
、
耐
熱
ク
ラ
ス
は
５
０
０

Ｖ
Ａ
〜
２
ｋ
Ｖ
Ａ
（
Ｅ
種
）
／
３
ｋ
Ｖ

Ａ
〜
５
ｋ
Ｖ
Ａ
（
Ｆ
種
）
／
６
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は、使用済みプラスチックを原料とした油化ケミカル
リサイクル、リチウム固体電解質の商業生産に向けた
実証などを行っており、イノベーションセンターはこ
れらの分野ともシナジーを共創していく。
　総投資額は約500億円超、完工は2027年度の計画。

■�日本パーカライジング、福岡県北九州市若松区
に金属表面処理薬剤生産の新工場

　日本パーカライジングは、金属表面処理薬剤生産工
場を福岡県北九州市若松区に新規に建設する。
　同工場は、西日本地区の生産能力増強および生産性
向上を図ることを目的に、金属表面処理薬剤を生産す
る九州第一工場（福岡県鞍手郡鞍手町）と福山第二工
場（広島県福山市）を統合再編し、グループにおける
金属表面処理薬剤生産の主要拠点として新たに建設す
るもの。
　自家消費型太陽光発電設備の導入、再生可能エネル
ギー100%電力の調達、AIの活用などによる消費エネ
ルギーの削減などを通じてCO2排出量実質ゼロ化工場
を目指し、重筋作業の負担軽減、温熱環境の改善、バ
リアフリー環境の実現など、安全性・多様性に配慮し
た工場を進める。将来的には、海外グループ会社へ新
規生産システムの水平展開や世界標準品質の確立に向
けた人財育成を進める拠点としての役割も担う。
　2025年4月から建設を開始し、2026年9月竣工、
2027年4月稼働開始を予定。敷地面積4万5833平方
㍍、建屋面積1万3000平方㍍。投資額は100億円。

■�アルフレッサファーマ、群馬県太田市の群馬工
場に医薬品製造の新棟建設

　アルフレッサホールディングスの子会社で医薬品等
製造事業を行うアルフレッサファーマは、群馬県太田
市の群馬工場に新たな医薬品製造棟を建設する。
　新たに低分子棟と高薬理活性棟、冷蔵倉庫棟を建設
し、低分子棟により低分子医薬品の製造能力を増強
し、経口固形剤の製造能力を年間約20億錠から約36
億錠に拡大。医療用医薬品に加えOTC製剤にも対応
する製造機器をそろえる。高薬理活性棟により抗がん
剤やホルモン剤などの経口固形剤の受託製造を新たに
開始。製造能力は年間約4億錠。冷蔵倉庫棟によりバ
イアルやアンプル、シリンジなどの規格のラベリン
グ、包装、保管、外観検査を行い、2-8℃の保管温度
で約160パレットの保管が可能となる。
　設備投資額156億円予定。2026年4月稼働開始予定。

■�AGC、グリーン水素製造向けのフッ素系イオ
ン交換膜の製造設備を北九州市に新設

　AGCは、北九州事業所（北九州市戸畑区）で、グ
リ ー ン 水 素 製 造 に 適 し た フ ッ 素 系 イ オ ン 交 換 膜
FORBLUE Sシリーズの製造設備を新設する。投資金
額は約150億円、稼働開始は2026年6月を予定。
　再生可能エネルギー由来の電力で水を電気分解して
製造するグリーン水素は、新たなクリーンエネルギー
として注目され、世界各国で製造・供給が計画されて
いる。現在実用化されている水電解装置はアルカリ型
と呼ばれる方式が主だが、太陽光発電など電圧が変動
しやすい電源には不向きで、PEM型の関心が高まっ

国内

■�中越パルプ工業、富山県高岡市の高岡工場で
N6号抄紙機が稼働

　中越パルプ工業は、既存事業の構造転換取り組みの
一環として、高岡工場（富山県高岡市）でグラフィッ
ク用紙を中心に生産していた6号抄紙機を停機し、家
庭紙抄紙機としてN6号抄紙機が完成し稼働開始し
た。ティシュペーパーやトイレットペーパーなどの家
庭紙を生産し、生産能力は年間2万2000㌧。

■�セレンディップHD子会社の三井屋工業、山形
県米沢市の東北工場拡張

　セレンディップ・ホールディングスの連結子会社の
三井屋工業は山形県米沢市の東北工場を拡張する。
　同社は自動車内外装部品を製造しており、自動車メ
ーカーへの営業活動強化により受注が増加する見込み
となり、生産能力を増強するために東北工場を拡張
（建物の増床および成形機2台設置等）する。総投資
額は約15億円。2024年5月着工予定、2025年3月竣工
予定。

■�出光興産、千葉県市原市の千葉事業所内に統合
研究所「イノベーションセンター（仮称）」を
新設

　出光興産は、グループで最大規模の石油・石油化学
の基幹製造拠点の千葉事業所（千葉県市原市）内に、
新たな統合研究所「イノベーションセンター（仮
称）」を新設する。現在、研究所は国内に13拠点、
海外に4拠点あり、このうち主にGHG削減・資源循環
に資する中長期的なテーマを扱うコーポレート研究部
門、高付加価値の独自素材を扱う高機能材事業の研究
部門を中心に、国内の研究機能のおおむねをイノベー
ションセンターに集約。事業を横断した研究開発体制
の構築と社外連携の強化を図り、研究開発から分析・
解析、実証、プロセスエンジニアリング、商業生産ま
での一気通貫体制の構築と中期経営計画で掲げる事業
構造改革に向けた技術開発の加速を実現する。
　将来の環境変化に柔軟に対応できる可変性ラボ、研
究員同士の協働・共創を促進するワンルームオフィ
ス、世界中のパートナーと共同研究・開発が可能なオ

上高における韓国向け売上高の割合は約13%を占め
る。新工場で自動化、省人化によるスマートファクト
リー化を推進し、既存の仁川工場（仁川広域市）との
相乗効果の最大化を図り、将来的な事業拡大に備え
る。2027年着工、2028年からの操業を予定。面積は5
万5560平方㍍。投資金額は約31億円。

■�ニッスイ、海外食品事業を強化 米国とフラン
スで生産能力を増強

　ニッスイは、白身魚とエビフライで圧倒的世界ナン
バーワンを目指す海外食品事業の拡大に向け、北米で
水産調理冷凍食品を製造販売するゴートンズ社とフラ
ンスをベースにチルドの水産フライを製造販売するシ
テ・マリン社で生産能力を増強する。投資額は総額約
170億円。
　ゴートンズ社は、米国の家庭用水産調理冷凍食品で
トップシェアをもち、主力分野のスケソウダラを使用
した白身魚フライ商品のほか、エビを使用した商品の
拡大にも取り組んでいる。現在の生産能力が限界に達
しているため、新たな生産拠点をインディアナ州に建
設する。新工場は2025年後半の稼働開始の計画で、
生産能力の増強に加え、原料調達・製品販売の物流効
率化、付加価値商品の生産増や生産品目の最適化を図
る。
　シテ・マリン社は、水産素材を使用したチルド・冷
凍食品を製造し、フランス国内のチルド白身魚フライ
で高いシェアを持ち、農産品を使用した代替たんぱく
製品の生産・販売も拡大。2011年に第3工場（ケルビ
ニヤック）を新設し、2015年に生産子会社のキャッ
プ・オーシャン社を設立、2017年に白身魚製品製造
のアリオティス社とエビ製品製造のミティ社を買収・
資本参加、さらにケルビニヤック第5工場の新設、
2022年7月にケラナ・プロダクションズ社を買収する
など事業拡大を進めてきた。今回2025年をめどに生
産能力を増強するため工場を拡張し、同時に配送の効
率化、既存工場との生産品目最適化、包装設備の自動
化なども進める。

■�テルモ、プエルトリコ工場に新棟を建設。血管
内治療用の止血デバイス生産強化

　テルモは、プエルトリコ工場に新棟を建設し、血管
内治療用の止血デバイス「アンジオシール（Angio-
Seal）」の生産能力を向上させる。
　投資額は約3000万㌦（約46億円）であり、新棟の
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ている。フッ素ポリマーはPEM型に使うイオン交換
膜を長寿命化する材料として注目されている。それに
対し同社はPEM型水電解装置向けフッ素系イオン交
換膜FORBLUE Sシリーズの量産設備を新設する。

■�デクセリアルズ、栃木県鹿沼市の鹿沼事業所　
第2工場を拡張

　デクセリアルズは、栃木県鹿沼市の鹿沼事業所第2
工場を拡張する。
　鹿沼第2工場では、主にICチップなどの電子部品を
基板に実装し、回路を形成する際に欠かせないフィル
ム状の接合材料である異方性導電膜（ACF）を製造
している。同社のACFは、独自製品である粒子整列
型ACFを中心に、スマートフォンや自動車をはじめ
とするディスプレイ向けに高いシェアを獲得し、カメ
ラ・センサーモジュールなどの実装用途でも多く使用
されている。
　新工場の稼働開始は2026年度中を予定。敷地面積7
万1000平方㍍。

■�サンコール菊池、熊本県菊池市にEV向け配電
用部品工場を増設

　自動車エンジン向けバネなどを製造販売するサンコ
ールの子会社のサンコール菊池は熊本県菊池市の工場
を増設する。投資金額は7億円。EV向け部品として省
スペースで大容量の電力を流すバスバーの生産を行
い、新たな生産設備導入に向けて1月に着工し、11月
の稼働を見込む。

海外

■�アーレスティ、インドで電動車向け部品生産体
制を強化

　アーレスティのインド生産拠点であるAhresty 
India Private Limited（アーレスティインディア）は
電動車向け部品生産体制強化のため、工場増築と新規
生産設備を増設し、2025年に新規生産ラインの稼働
を開始する。
　同社はこれまで主にガソリン車向け部品を生産して
おり、EVやHEV等の電動車向け部品の新規受注増加
に対応して生産体制を強化し、拡大を続けるインド自
動車市場に対応する。
　工場面積は1万5572平方㍍。うち増築面積は第二工
場の新築8256平方㍍となる。2023年8月着工。2024
年末竣工予定。

■�東京応化工業、韓国にフォトレジストの新工場
を建設

　東京応化工業の韓国子会社のTOK尖端材料は、韓
国京畿道平澤市に新工場を建設する。
　同社は韓国におけるフォトレジストの研究開発・製
造・販売拠点として2012年に設立。現在では連結売

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/


